
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R６年度用）           令和 7 年 1 月 28 日 

地区名 阿賀浦地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・阿賀浦地区地域福祉懇談会（6/28、1/28） 

・緊急情報キットを活用した見守りについての検討会 

 （7/22 東町，大安寺、7/24 中新田、7/31 新金沢町、8/23 東金沢） 

・大安寺緊急情報キットの周知（9/16 敬老会、10/6 防災訓練） 

・新金沢町自治会の見守り活動について 

 （6/10 うぐいすの会・6/12 立ち寄り「しんかな」にて聞き取り、6/15～30 全戸アンケート 

実施、10/15 班長へアンケート結果の説明、10/4・11/15・12/20 検討会） 

・歳末見守り事業 説明会（10/31 全体説明会、11/29 中新田） 

 →1 自治会実施（中新田） 

課 

 

 

題 

・緊急情報キットは、周知や更新など、自治会ごとにそれぞれの課題がある。 

・歳末見守り事業について、役員と意見交換ができなかったため、次年度に検討したい。 

・見守りに取り組む中で、地域のデータが更新されておらず、進展がない。 

・敬老会や防災など、いろいろな面から見守りを考えても良いのではないか。 

・避難所運営委員は検討することが多く、自治会役員だけでは難しい。 

・避難所について、地域住民が知るための勉強会もできるとよい。 

評 

 

 

価 

・東金沢の点検表が緊急情報キットに取り組む中で、全自治会に波及している。 

・歳末の見守りは実施できなかったが、緊急情報キットで訪問することはできた。 

・歳末見守り事業は訪問対象者からとても喜ばれた。民生委員が事前に説明をしてくれていたの

で、当日はスムーズに取り組むことができた。 

・避難所運営委員の中で課題を出し合い、勉強を深めることができている。防災士や県職員など

多様な人と話し合っている。 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・緊急情報キットは、自治会ごとの検討を基に、課題に対して地域の見守り活動の中で取り組ん

でいく。 

・歳末見守り事業は民生委員や地域の方と相談をしながら、可能な限り実施を検討していく。 

・小須戸地区のように、コミ協単位で見守りについて情報交換ができるとよい。 

・避難所運営委員について地域（自治会）の中で考えていく。 

・避難所等の防災については、住民に知らせることが重要なため、実践を含めた勉強会や広報等

を検討する。 

［参加者］新金沢町自治会 柿本会長、重川副会長、吉川民生児童委員、鈴木民生児童委員 

東町町内会   湯田会長（コミ協事務局長）、髙橋民生児童委員 

東金沢自治会  遠藤会長、石川副会長、名古屋副会長 

大安寺自治会  坂口民生児童委員、徳永主任児童委員 

中新田自治会  荒木会長、佐藤民生児童委員 

秋葉区社協   横山事務局長補佐、小林 

大安寺 キットの周知 歳末見守り事業 新金沢町見守り事業 

 


